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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 

春まき小麦「初冬まき栽培」のポイント 
 
雪腐病対策の徹底で良質小麦の安定確収を 
 
第32回（平成23年度）北海道麦作共励会の 
参加者・集団を募集中 

麦作 
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を目指して

JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



麦　　作 

春まき小麦「初冬まき栽培」のポイント

北海道農政部食の安全推進局 技術普及課 主査（普及指導） 松 井 克 行

春まき小麦はパン用小麦として需要が高く、「農業者戸別所得補償制度」のもとでも需要拡大

に向けて、別途加算金が交付される状況にあります。

「初冬まき栽培」は、雪解けと同時に生育が始まるため、生育期間を確保できることから、収

量の安定化や赤かび病の被害低減につながる技術です。また、作業競合の分散や輪作体系を考え

る際に導入しやすい栽培方法です。ただし、この栽培方法は石狩、空知、上川等の多雪地帯で適

応可能であり、積雪が少なく土壌凍結する地域では適応できません。

１ ほ場の準備
� ほ場の選定と排水対策
融雪時に滞水するほ場では、越冬個体率が

著しく劣るため、ほ場の選定と排水対策が重

要となります。そのためには、�排水の悪い
ほ場を避ける。�サブソイラなどによる心土
破砕等により透排水性を改善する（図１）。

�簡易明渠の整備を行い、表面滞水を防止す
る。などの対策が必要となります。

また、初冬まき栽培では、は種時の土壌処

理除草剤が使用出来ないので、ほ場の選定に

あたっては「スズメノカタビラ」等イネ科雑

草の少ないほ場を選定します。

� 耕起・砕土
耕起は土壌の練り返しを避けるため、前作

の収穫が終了後なるべく早くほ場条件の良い

時に行い、粗めに砕土・整地をします。練り

返しや細かすぎる整地により、越冬後に土壌

が凍結すると、その後の生育が劣るので、散

播の場合には特に粗い整地とします。

２ は 種
� 種子の準備
初冬まき栽培に用いる種子は消毒されてい

ないことが多いので、必ず種子消毒（紅色雪

腐病に効果のある剤を選択）を実施します。

種子消毒をしないと、越冬率が著しく劣る場

合があります。

� は種時期
春まき小麦は、「秋まき小麦」と異なり、

根雪前に出芽すると越冬性が不安定になりま

す（図２）。は種後、積算気温が１１５℃に達す

ると出芽するので、地区の平年根雪始の２０日

前から根雪までが出芽しないは種時期となり

ます。ただし、平年の根雪始が１２月１日以降

の地区は、１１月１１日以降から根雪始までです。

� は種方法
は種方法は、グレンドリル等による条播

（図３）と、ミスト機やチゼルプラウシーダ

等による散播に大別されます。

� は種量
一般的に越冬個体率は、条播で５０～７０％程

度、散播で４０～５０％程度と言われています。

越冬後の個体数が１５０個体／�以下では、
収量が低下する傾向が見られ、２００～２５０個体

／�で収量が安定する傾向が見られます。３００図１ サブソイラの施工

北海道 米 麦 改 良第７７号 1２０１１．１０



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

個体以上では、過繁茂になりやすく、必ずし

も増収にはなりません（図４）。

このため、越冬個体数は２００～２５０個体／�
程度を目標とします。は種量は、条播で４００

粒／�程度、散播で５００粒／�程度必要にな
ります。

３ 施 肥
基肥窒素は不要です。窒素は融雪直後ほ場

に入れるようになったら速やかに施用します。

リン酸とカリは基肥または融雪直後に標準量

を施用します。

初冬まき栽培は、春まき栽培よりも概ね収

量は増加し子実タンパク含量は低くなる傾向

表１ 初冬まき栽培におけるは種方法

は種法 作 業 機 長 所 短 所

条播 グレンドリル
・覆土が可能
・は種ムラが少ない

・土壌条件が悪いと困難
・作業時間が長い

散播
チゼルプラウシーダー
ブロードキャスタ
ミスト機

・作業が迅速・容易
・は種ムラが生じやすい
・出芽ムラが生じやすい
・は種量を多く要する

図２ 越冬前の出芽状況と越冬個体率（空知農改 H１９）

図３ グレンドリルは
�

種
�

図４ 越冬個体数と収量の関係
（空知農改 H２０、２１）
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があります。このため、子実タンパク含量を

高めるために後期追肥を実施します（表２）。

特に「はるきらり」の初冬まき栽培では、

「ハルユタカ」の標準施肥量では子実タンパ

ク含量が基準値を下回る可能性があるので、

開花期以降３～４回の尿素葉面散布を行う必

要があります（表３）。

地力の高低を考慮した「道北地域（上川北

部および留萌）における「春よ恋」初冬まき

栽培の窒素施肥基準」が設定されました（表

４）。

表３ 「はるきらり」の施肥体系

融雪期 止葉期 開花期以降 備 考

初冬まき
栽培

１０	N／１０a ６	N／１０a
３～４	N／１０a
（葉面散布３～４回）

開花期以降、春まき栽培に準じて
尿素葉面散布を行う。

※リン酸、カリ：基肥または融雪直後に春まき栽培の標準量を施用する。
※平成２０年普及推進事項

表２ 「ハルユタカ」および「春よ恋」の基本的な窒素の施肥方法

品 種 窒 素 備 考

ハルユタカ

●融雪直後に９～１０	N／１０a程度を施
用、止葉期に６	／１０aを上限に追肥す
る。

融雪後の追肥は、生育量確保のため、ほ場
には入れるようになったらなるべく速やか
に施用する。
後期追肥により子実の蛋白含有率は春まき
栽培並みとなる。
倒伏が懸念される場合、融雪直後の窒素量
を減らしたり、止葉期の追肥を出穂期まで
遅らせる。
春まき栽培の「春よ恋」の土壌型区分別の
窒素施用量は、それぞれ洪積土・火山性土
が９、沖積土が６、泥炭土が３	N／１０a
であり、前作や土壌の肥沃度により２～３
	N／１０a増減する。

春よ恋

●融雪直後に春まき栽培の標準量より３
	N／１０a少ない量を施肥し、開花期以
降に尿素葉面散布（２％尿素１００
／１０
aを１週間おきに３回、窒素量で３	N
／１０a）、または出穂期に３	N／１０aの
追肥を行う。なお、泥炭土では分施を行
わず、春まき栽培の標準量を融雪直後に
全量施用する。

※リン酸、カリ：基肥または融雪直後に春まき栽培の標準量を施用する。
※平成７年、平成１７年指導参考事項

表４ 道北における初冬まき栽培（「春よ恋」）の窒素施肥基準１）

項 目
地 力 区 分

低（L） 中（M） 高（H）

熱抽窒素（�／１００g）
腐植含量（％）

～５ ～１０ １０～

窒素施肥量
（	／１０a）

融雪期２） １２ ９ ４

穂揃期３） ３ ３ ３

目標子実収量（粗麦）
目標タンパク含有率

４８０	／１０a
１１．５～１４．０％

注１）土壌診断基準を満たし、心土破砕などの基本技術を実施し、土壌の物理性や化学
性が良好なほ場を対象とする。

注２）倒伏の可能性があるほ場（「稈長９０�以上」または、「稈長８０�以上かつ穂数７００本
以上」）では減肥する。

注３）３	／１０aを上限とし、タンパク含有率の過年度実績により減肥する（窒素１	
当たりタンパク含有率０．２％を目安）

※平成２２年度普及推進事項
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麦　　作 

雪腐病対策の徹底で良質小麦の安定確収を

北海道農政部食の安全推進局 技術普及課（北見農業試験場在勤）

主査（地域支援） 上 堀 孝 之

雪腐病は、長い積雪下のあいだに小麦が病原菌に侵され、茎葉が枯れる病害である。その発生

量は根雪始めの時期と積雪期間の長さによって大きく左右されるため、予め発生量を予測するこ

とは難しい。したがって、雪腐病は赤かび病と同じように薬剤による防除が必要な病害である。

ここでは、雪腐病の種類と主な防除対策について述べる。

１ 平成２３年産秋まき小麦雪腐
病の発生状況
昨年（平成２２年）秋の根雪始めが遅く、本

年（平成２３年）春の融雪期が平年並みであっ

たため、積雪期間は短かった。このため、雪

腐病の発生量は全道的に少なく被害に至った

ほ場は少なかった。平成２３年における振興局

別雪腐病菌種割合を図１に示した。

菌種別に発生割合の高い地域は次の通りで

ある（各（総合）振興局管内）。

雪腐褐色小粒菌核病：空知、石狩、後志、胆

振、檜山、上川、留萌

雪腐黒色小粒菌核病：オホーツク、十勝

紅色雪腐病：石狩、胆振、オホーツク、十勝

褐色雪腐病：空知、石狩、上川

２ 耕種的対策を万全に
雪腐病対策は良質小麦の安定確収に不可

欠である。この対策には、農薬による化学的

防除法と併せて耕種的対策も実施することが

効果的である。

《耕種的な対策》

�連作をしない
�ほ場の透排水性を改善する
�適期は種を守る
�融雪促進を行う

図１ ２０１１年振興局別雪腐病菌種割合（病害虫防除所）

北海道 米 麦 改 良 第７７号4 ２０１１．１０



� 連作は被害を助長する
特に、小麦を連作すると土壌中の雪腐病菌

密度が高まり、結果的に被害を助長して収量

は低下する。

輪作年限を短縮した場合、小麦では２年以

下の短期連作で減収程度が大きくなる。

連作は４年輪作に比較すると子実重は２５％

（最大５５％）減収する。これは主として雪腐

病の多発による（表１）。したがって適正な

輪作体系を実践することが良質小麦の安定確

収の基本である。

� 融雪促進と排水促進
根雪期間が長いほど被害が大きくなるので、

融雪促進は全ての雪腐病防除の基本となる。

道央、道北などで発生の多い褐色雪腐病は、

排水不良畑での発生が多いことからほ場の排

水対策を徹底する。

３ 防除対策上の留意事項
� 雪腐病の種類を把握
雪腐病の見分け方のポイントを表２に示す。

薬剤による防除にあたっては、雪腐病の種

表１ 小麦連作区の収量反応の特徴（平成７年指導参考事項）

区 分 減収率（％） 経 年 的 な 特 徴

子 実 重 ２５（５５） 連作２年目から低下（雪腐病の多発時激減）

百 粒 重 ５（１４） 連作４年目から低下

１）４年輪作区（てんさい→ばれいしょ→菜豆→小麦）との比較
２）数値は平均値、（ ）内は最大値。

表２ 小麦雪腐病の種類・特徴と対策

北海道 米 麦 改 良第７７号 5２０１１．１０



図２ 雪腐病防除対策

類により薬剤の効果が異なるので、自分のほ

場で常に発生する雪腐病の種類を把握し、そ

れに応じた効果的な薬剤を選択する。

また、紅色雪腐病には種子消毒も重要な防

除対策である。

多くの薬剤は複数の雪腐病を同時に防除可

能である。防除ガイドや農業改良普及セン

ターの情報を参考にされたい。

� 効果的な散布時期
散布時期は根雪直前である。根雪直前がい

つになるのか判断は難しいが、各地の根雪始

めに関する平年値および最早値やその年の気

象予報を参考に判断する。

薬剤散布後から根雪までの期間が長かった

り、多量の降雨があった時は使用基準の範囲

内で再散布を行う。

最後に雪腐病防除対策の全体を図２にまと

めた。総合的に防除に当っていただきたい。

北海道 米 麦 改 良 第７７号6 ２０１１．１０



麦　　作 

◎第３１回（平成２２年度）北海道麦作共励会で最優秀賞に輝いた三谷吉一氏（滝川市）

「第２部 水田転換畑における秋播小麦（個人）」

左：JAたきかわ 大谷次長 中央：三谷さんご夫妻 右：空知普及セン
ター（中空知支所）森専門普及指導員
表彰式会場にて（平成２３年３月４日�ホテルモントレエーデルホフ札幌）

※参加申込期日は、１０月末です。

詳細は、各地区の米麦改良協会へお問い合わせ願います。

☆推薦調書用紙（Word形式）は、ホームページからダウンロードできます。

http : //www.beibaku.net/

第３２回（平成２３年度）北海道麦作共励会の

参加者・集団を募集中
～全道の各地から優秀な事例を募集しています。

たくさんのご参加をお願いいたします。～

北海道 米 麦 改 良第７７号 7２０１１．１０
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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

 

春まき小麦「初冬まき栽培」のポイント 
 
雪腐病対策の徹底で良質小麦の安定確収を 
 
第32回（平成23年度）北海道麦作共励会の 
参加者・集団を募集中 

麦作 


